
　

― 235 ―

免疫抑制・化学療法によるＢ型肝炎ウイルス再活性化とその対策
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　要旨：免疫抑制・化学療法後のＢ型肝炎ウイルス再活性化は，致死的重症肝炎を引き起こすことがあ

り，免疫抑制・化学療法の施行医は，この肝炎発症が治療終了から数ケ月経って発症する事など，本疾患

の特徴をよく認識しておく必要がある．また，この肝炎の発症は HBs 抗原陰性症例においてもみられる

ため，免疫抑制・化学療法を予定している患者に対しては，HBs 抗原に加え HBc 抗体の測定をルーチン

化し，これが陽性であれば，原疾患の治療を行う前に，核酸アナログ投与の実施を含めて肝臓専門医にコ

ンサルトをしていただきたい．
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